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 ※基礎研修は必須法定研修を含んでいます（事業形態で項目は異なる）   
 事業所等で必要とされている研修です。事業所から最低1人は受講となるようにしてください。

 ※講師の意向等に伴い、リモート講習から集合型に変更になる可能性もあります。予めご了承ください。

※1～介護報酬改定の年であるため改定内容の共有の機会を企画

※18 臨時講師120分内部☆令和6年度　介護報酬改定について

17 教室（介護支援専門員試験対策講座） 18回程度／半年
☆
☆

令和5年度MVW研修委員
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講師予定 時間 立会／司会2月 3月12月 1月10月

5/29

①通所介護
②訪問介護

③小規模・ショート

事

例
検

討

演
習

（
家

庭

環
境

）

11月

R

6
年

度
　

介

護
報

酬
改

定

に
つ

い
て

NO

研
修
名

認

知
症

研
修

身

体
拘

束

／
虐

待
防

止

研
修

認知症研修

身体拘束／虐待防止研修

事例検討演習（家庭環境）

部門別研修（通所）

部門別研修（訪問）

部門別研修（小規模・ショートステイ）

教室（介護福祉士試験対策講座）

生活困窮・相続・財産等について

医療講座①　（在宅医療）

医療講座②　（リウマチ・膠原病）

福祉用具勉強会（排泄）11
12
13
14
15
16

5
6
7
8
9

10

管理栄養士（外部）感染症／食中毒予防・まん延防止研修

安全管理研修（気象・防災対策）

個人情報／プライバシー保護研修 10/18

120分
120分

120分
包括（外部）

(内部）
(内部）

患者会関係者（外部）
福祉用具(内部／外部）
ケアマネジャー（内部）

別途参照
別途参照
別途参照

120分
120分

認知症ケア専門士・本田（内部）

120分

社会福祉協議会(外部）
訪問系医療関係者(外部）

インストラクター（外部）

9/14

11/15

1/24

10/3

☆
☆
☆

8/21

   ※研修の内容や日程につきましては、他行事との兼ね合いや、講師の都合等により一部変更になる可能性もあります。 変更の際には事前にお伝えしますので予めご了承ください。

20回程度／半年☆☆☆☆
☆ ☆

7/25

☆☆
☆

12/19
1/19

2/14

120分
120分
120分

1
2
3
4

7/12

5/12
8/17

健康な身体づくり(ヨガ）

6/16 気象会社（外部）
福祉施設関係者（外部）

弁護士（外部）ハラスメント研修

 令和5年度 MVW総合サポート株式会社 教育研修・人材開発研修計画 (案)

介護福祉士試験対策講座（令和5年6月開講予定）

介護支援専門員試験対策講座（令和5年5月開講予定）

教　　室

部門別研修

｢○｣・・・基本的にオンラインで実施予定➡
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令和5年度MVW研修計画の特徴。基幹研修（法
定研修）の安全管理研修に気象に特化した研修
内容を取り入れ、災害や防災の意識を高める志
向を取り入れる。感染症研修は食中毒まん延防
止の内容で研修を行う。専門研修は医療講座を
取り入れ、医療支援の取り組みや疾患別に特化
して学びを深める機会とする。今年度は、専門
別（事業所別）研修を実施し、事業所ごとに
テーマ設定を行いグループワーク形式で事業所
との共有や検討を行い日常業務への活用を図
る。また、現代社会における生活困窮や家族の
課題などについても昨年に引き続き最前線の相
談員からの講義を開催し、生活困窮の方の支援
を学ぶ。事例検討では複雑な事情を抱えた家庭
環境で支援を必要とされている方をテーマに挙
げる。
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基幹（法定）研修 専門研修

（ENTOWA）藤原・若杉(泰)　(ウェル）森山(友)　

（ENTOWA）佐藤(真)・井上(順)  (ウェル）松尾(亨)
(LIFE・DESIGN)本田(彰)

企画委員

実行委員

研修事業の
実行委員で

ローテーション

各講師

事例検討演習

事例テーマ
【  家庭環境  】

7月25日

ケアマネジャー／
コーディネーター

医療講座

講座①
【在宅医療】

講座②
【リウマチ・膠原病】

10月3日 11月15日

訪問看護事業所 当事者/関係者

基幹（法定）研修6＋専門研修９＝計１５本(※１）＋２教室　実施予定

120分
120分
120分
120分
120分
120分

M V W 主 催 研 修
ken研修名称及び内容説明

ken研修日程・講師

医療講座部門別研修

【対象者】 職員全員

【目的】 家族や家庭の状況に

問題が挙げられるケースに関

して、ケアマネジャーより事例

を挙げてもらい多職種で検討

をおこなう機会とする。

※集合研修

【対象者】 職員全員

【目的】 在宅医療支援について、疾患の特性、疾患

に至る経過等、対処療法等を専門関係者より学ぶ

※講師は医療関係者、または当事者

※１コマづつの受講可能

教室 ～介護福祉士試験対策講座～

【講師】 吉岡、藤原

～介護支援専門員試験対策講座～

【講師】 岩永、内田(智)

◎上記２講座の注意事項

※申し込みが少ない場合は開催を見合わせます。

教 室

健康な身体づくり（ヨガ）

・定員30名程

・参加が多い場合は抽選となります

（参加希望の方で前回抽選に外れた方は優先)

・外部講師にて、長崎市内体育館で開催予定

・マット（敷物）等は参加者持参

事例検討

【対象者】 基本的に事業所より参加職員を

だすこと。全職員対象。

【回数】…各1回

【目的・内容】 テーマを設定し、事業所ごとに

おける事例や取り組みを情報共有し、検討する

機会とする。

※詳細は後日案内します。

※集合研修


